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期間の業績は、事業収益3,107百万円、営業損失213
百万円、経常損失361百万円、親会社株主に帰属する 
当期純損失495百万円となり、昨年に引き続いて2期 
連続の営業赤字となりました。

当事業年度は、HKイノエン社によるtegoprazan 
（テゴプラザン）のグローバル展開が更に進展し、上市品 
からのロイヤルティ収入が好調に推移しました。ヒト用 
医薬品においては、Xgene社と久光製薬社への導出済み
プログラムがそれぞれ次段階へ進階し、当社はマイルス
トン収入を受領しました。またペット用医薬品において
は、エランコ社に導出した「ELURA™」がフランス及び日本
で販売開始され（製品名：「Eluracat™」「エルーラ™」）、
さらにVelovia社とのライセンス・オプション契約の締結
や、Vetbiolix社のオプション権行使といった進捗・成果
が見られました。一方で、当事業年度中の締結を目指して
いたテゴプラザンの日本国内のライセンス契約は成約
に至らず、翌年度にずれ込むこととなりました。

以上の結果、当社グループの2024年12月期連結累計

2024年度の業績総括

2025年度の取り組み

トピックス

本年1月1日に代表取締役に就任した須藤正樹です。
株主のみなさまには、平素より格別のご支援とご厚情を
賜り、厚く御礼申し上げます。先日の第17期定時株主総
会では、みなさまから貴重なご意見・ご質問を頂き、誠に
ありがとうございました。

2024年12月期は、国内外で政治経済の変動が加速
する中、私たちの事業環境にも様々な変化が生じた年で
した。創業以来最高額となる3,107百万円の事業収益を
上げることができたものの期初の計画に対しては大きく
未達で、昨年に引き続いて2期連続の営業赤字となりま
した。株主のみなさまにご心配をおかけしましたことを深
くお詫び申し上げます。2025年12月期においては、昨
年の反省を糧に、当社の成長性と収益性の拡大に全力を
尽くしてまいります。特に、創薬研究基盤の強化、開発パ
イプラインの拡充・最適化、そして事業収益の拡大・早期

化という重点3施策に注力し、企業価値・株主価値の向上
を図ってまいります。

私たちは、「イノベーションの力で、いのちに陽をもた
らす」というミッションを掲げ、難病に苦しむ患者さんのた
めに、革新的な医薬品を開発することを目指しています。

「患者第一」、「信頼」、「探究」、「挑戦」というバリューを胸
に、患者さんを第一に考え、信頼されるパートナーとし
て、サイエンスを極め、常に新たな挑戦を続けることで、
一人でも多くの患者さんに一刻でも早く新たな治療薬を
お届けできるように当社の事業を推進してまいります。

株主のみなさまには、今後とも変わらぬご支援とご鞭
撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

 2025年3月

1〜3月 7〜9月

4〜6月 10〜12月

2025年12月期は、新たな体制のもと、テゴプラザン
の日本国内のライセンス契約の成約を目指すとともに、
安定的なロイヤルティ収入により営業黒字化を目指し
ます。研究開発においては、2024年より新たに当社 
グループに加わったファイメクス社を含めて、創薬 
研究基盤の強化、開発パイプラインの拡充・最適化、 
事業収益の拡大・早期化を重点施策と位置づけ、成長性
の向上と収益性の向上を図り、当社グループ全体の中
長期的な企業価値・株主価値の向上を目指します。

■  タンパク質分解誘導薬を手掛けるファイメクス社
を完全子会社化

■  テゴプラザンがチリで販売承認を取得

■  テゴプラザンがコロンビア・マレーシアで販売承
認を取得

■  ペット用医薬品Eluracat™がフランスで販売開始

■  Velovia社とペット用医薬品に関するライセンス・
オプション契約を締結

■  新規TRPM8遮断薬が豪州で臨床試験を開始
■  ファイメクス社がアステラス製薬社との共同研究

で初期目標を達成

■  ペット用医薬品エルーラ™が日本で販売開始
■  テゴプラザンがインドで承認勧告
■  テゴプラザンが中南米諸国で販売開始
■  Vetbiolix社が5-HT4作動薬のペット用医薬品とし

てのライセンス・オプション権を行使

TOPICS

株主のみなさまへ

イノベーションの力で、
いのちに陽をもたらす

須 藤  正 樹代表取締役
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主要プログラム ［ ヒト ］ ： 2024年の進捗

HKイノエン社：HK inno.N Corporation（本社：韓国・オソン）
OCT社：Oxford Cannabinoid Technologies Holdings plc（本社：英国・ロンドン）

Xgene社：Xgene Pharmaceutical Co. Ltd （本社：香港） 
Elanco社：Elanco Animal Health Inc.（本社：米国・インディアナ州）

AskAt社：株式会社AskAt（本社：愛知県名古屋市）
Vetbiolix社：Vetbiolix SAS （本社：フランス・ノール）

主要プログラム ［ ペット ］

販売中

販売中

実施中

終了

準備中

実施中 （OCT社が実施）

準備中

審査中

実施中

実施中

プログラム名
一般名・製品名 導出先 主適応症 対象地域 POC

試験
パイロット

試験
ピボタル

試験
承 認
申 請 承 認 販 売

EP4拮抗薬グラピプラント
GALLIPRANTⓇ/ガリプラントⓇ Elanco社 骨関節炎（犬） 米国、欧州、日本ほか ●● ●● ●● ●● ●● ●●

グレリン受容体作動薬
カプロモレリン
ENTYCE™/
ELURA™/Eluracat™

Elanco社

食欲不振（犬） 米国 ●● ●● ●● ●● ●● ●●

慢性腎疾患に伴う
体重減少管理他（猫）

米国 ●● ●● ●● ●● ●● ●●

フランス、日本 ●● ●● ●● ●● ●● ●●

5-HT4作動薬 Vetbiolix社 腸管運動障害
（犬・猫） 全世界 ●●

販売中

販売中

販売中

販売中

実施中 （オプション権行使）

2024年11月20日、猫用医薬品のエルーラ™が日本で
販売開始されました。

体重減少は猫にとってもペットオーナーにとっても深刻
な問題です。体重減少は猫の体力、免疫機能、創傷治癒、生
存期間に悪影響を与えることが分かっています。またペット
オーナーにとっても、愛猫が病気になり食欲が低下したり、
体重が減っていく様子を見るのは大きなストレスになりま
す。しかし、これまで食欲不振や体重減少に対する治療薬と
して承認された動物用医薬品は国内にありませんでした。

エルーラ™は、国内初となる「慢性疾患に伴う食欲不振
や体重減少を示す猫の体重増加」を目的とした動物用医薬

品です。猫への使用が承認された初めての選択的グレリン
受容体作動薬で、食欲増進ホルモンであるグレリンと同様
の作用を示し、「摂食量増加」と「体重増加を刺激する代謝
変化」の2つの作用機序により体重増加が期待できます。

エルーラ™の有効成分であるカプロモレリンは、米国
ファイザー社によって創出された後、ヒト用の医薬品を目
指して高齢者の脆弱等を適応症とした臨床試験が実施さ
れました。当社はカプロモレリンが消化器疾患への適用の
可能性があると判断して米国ファイザー社より譲り受け、
様 々 な 応 用 可 能 性を検 討した 結 果、2010年12月に
Aratana Therapeutics Inc.（現 Elanco Animal Health 
Inc.、以下「エランコ社」）へ動物用医薬品として導出しまし
た。その後、エランコ社による動物用医薬品としての開発
が 順 調 に 進 み、犬 の 食 欲 不 振 症 の 治 療 薬（ 製 品 名 
ENTYCE™）として米国で、慢性疾患または慢性腎臓病に
伴う猫の体重減少に対する治療薬（製品名 ELURA™、
Eluracat™）として米国及び欧州で製品販売され、この度
これらに続いて日本国内でも販売が開始されました。

当社は、これまでにカプロモレリンに関わられた全ての
方に深く感謝するとともに、今後も引き続き猫やペットオー
ナーのみなさまの生活の改善に貢献してまいります。

猫用グレリン受容体作動薬
エルーラ  日本販売開始

プログラム名
一般名・製品名 導出先 主適応症 対象地域 前臨床 臨床開発 承認

申請 承 認 販 売
フェーズ 1 フェーズ 2 フェーズ 3

カリウムイオン競合型
アシッドブロッカー

（P-CAB）
テゴプラザン
K-CAB®/泰欣 Ⓡ/
Ki-CABⓇ

HKイノエン社

胃食道逆流症ほか

韓国、中国等
8カ国 ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

チリ、コロンビア等
中南米7カ国 ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

マレーシア、タイ ●● ●● ●● ●● ●● ●● ●●

インド、ベトナム、
中南米9カ国 ●● ●● ●● ●● ●● ●●

ブラジル、南アフリカ、
東欧等６カ国、中東・北アフリカ地域 ●● ●● ●● ●● ●●

米国・カナダ ●● ●● スキップ ●●

導出活動中 日本 ●● ●●

CB2作動薬 AskAt社 鎮痛等 全世界 ●● ●●

TRPM8遮断薬 Xgene社 慢性疼痛 全世界
（除く日本） ●● ●●

グレリン受容体作動薬 導出活動中 便秘、がんに伴う
食欲不振・悪液質症候群 全世界 ●●

™

パイプラインの状況 （2024年12月31日現在） COLUMN
コラム
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発 行 可 能 株 式 総 数 37,068,800株
発 行 済 株 式 の 総 数 21,838,529株
株 主 数 11,784名

株式の状況 会社概要
社 名 ラクオリア創薬株式会社
所 在 地 〒450-0003 名古屋市中村区名駅南一丁目21番19号  

名駅サウスサイドスクエア8階
事 業 内 容 医薬品の研究開発

医薬品、臨床開発候補品及びこれらに関わる基盤技術の 
知的財産の販売及び使用許諾
企業及び大学との生物医学分野における知的財産の 
開発及び販売を目的とした提携

設 立 2008年2月19日
資 本 金 2,720百万円
従 業 員 85名（連結）
連結子会社 テムリック株式会社　ファイメクス株式会社

代表取締役 須藤　正樹

取締役 宇都　克裕

社外取締役 土屋　裕弘

社外取締役（監査等委員） 石井　幸佑

社外取締役（監査等委員） 柿沼　佑一

社外取締役（監査等委員） 中野　貴之

取締役 （2025年3月25日現在）

まずはテゴプラザンの日本におけるライセンス契約締結の完遂が
挙げられます。また今期中にサブライセンス先による米国第Ⅲ相臨
床試験が完了する見込みです。ファイメクスは既存の共同研究の進
捗に加えて新規契約を獲得すべく鋭意取り組んでまいります。

当社は四半期毎に年４回のオンライン説明会を開催しており、加え
て昨年は対面でのR&D説明会を開催しました。当社の事業説明は専
門的になりがちですが、株主・投資家のみなさまに分かりやすくご
理解いただけるようなご説明を行ってまいります。

2025年12月期に事業進捗イベントで
大きなインパクトが期待できる
トピックスは何があるでしょうか。

貴社は同業他社と比較して
時価総額が低いと思いますが、
妥当な株価にするためにも、
今後のIR活動について教えてください。

Q1 Q2

四半期決算説明会オンライン配信の際や、当社ホームページからのお問い合わせ等におきまして、日頃より数多くの株主さま
よりご質問を頂戴しております。お寄せいただいたご質問・ご要望の一部につき、回答させていただきます。

大株主
株　主　名 持株数

（千株）
持株比率

（％）

柿沼　佑一 2,384 10.92
ファイザー株式会社 743 3.40
BOFAS INC SEGREGATION ACCOUNT 

（常任代理人　BOFA証券株式会社） 687 3.15

上田八木短資株式会社 286 1.31
東京短資株式会社 270 1.24
陳　元 258 1.18
株式会社エス・ビー・シー 237 1.09
株式会社アドバンスト・メディア 223 1.02
小野　一成 199 0.91
田名後　貴裕 177 0.81

https://www.raqualia.com/ja/ir.html詳細情報は ラクオリア  IR 検索
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事業収益 （単位：百万円） 営業利益 （単位：百万円） 親会社株主に帰属する
当期純利益 （単位：百万円）

総資産 （単位：百万円） 株主資本 （単位：百万円） 現金同等物 （単位：百万円）

株式の状況／会社概要 （2024年12月31日現在）

よくあるご質問

連結財務ハイライト
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

〒450-0003  名古屋市中村区名駅南一丁目21番19号 
名駅サウスサイドスクエア8階

株主メモ

当社のプレスリリースや決算発表等の
情報をタイムリーにお知らせする
IRニュースメールにぜひご登録ください。

ラクオリア　ニュースメール 検索

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に
表示されるアンケートサイトにてご回答ください。

スマートフォンから
カメラ機能でQRコードを読み取り
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

株主の皆さまの
声をお聞かせください

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

https://koekiku.jp
アクセスキー  4579ndSR

事 業 年 度 毎年1月1日から同年12月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年3月

基 準 日 定時株主総会の基準日　毎年12月31日 
期末配当金の基準日　　毎年12月31日 
なお、中間配当を実施するときの基準日は6月30日です。 
その他必要のあるときは、あらかじめ公告して定めます。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号 
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 名古屋市中区栄三丁目15番33号 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 

（ 電 話 照 会 先 ） 

 

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話番号　0120－782－031（フリーダイヤル） 
受付時間　9：00～17：00（土日・祝日を除く）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び 
全国各支店で行っております。

　インターネット　 （ ホームページURL ） https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

上 場 取 引 所 東京証券取引所グロース市場

公 告 方 法 電子公告を当社ホームページにて行います。やむを得ない 
事由による場合は日本経済新聞に掲載し、公告いたします。

（https://www.raqualia.com/ja/index.html）

■ 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先については、株主様の口座のある証券会社に
お申し出ください。




